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１．回収結果 
 

 

 

 

２．調査結果 

（１）回答者自身について 

①性別【SＡ】                                                

 

 

 

②年齢【ＳＡ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）南丹市について 

問１．居住状況【ＳＡ】                                      

○「南丹市以外の出身で、現在は南丹市に住んでいる」が 44.6％で最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１-１．転入してきた理由（一度市外に転出した方、南丹市以外の出身の方限定）【ＭＡ】 

○「進学・転勤・就業のため」が 37.4％で最も多く、次いで「結婚のため」が 28.1％、「その他」が 15.1%の

順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２．南丹市は住みやすいか【ＳＡ】 

○「住みやすい」と「どちらかといえば住みやすい」を合わせると 55.1％、「どちらかといえば住みにくい」「住

みにくい」を合わせると 19.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

調査名 配布数 有効回収数 有効回収率 

地域創生に関するアンケート調査 2,500 628 25.1％ 

No. カテゴリー名 ｎ %

1 男性 272 43.3

2 女性 354 56.4

無回答 2 0.3

全体 628 100.0

No. カテゴリー名 ｎ %

1 20歳未満 23 3.7

2 20～24歳 70 11.1

3 25～29歳 78 12.4

4 30～34歳 87 13.9

5 35～39歳 98 15.6

6 40～44歳 146 23.2

7 45歳以上 124 19.7

無回答 2 0.3

全体 628 100.0

生まれてか

ら、ずっと

南丹市に住

んでいる

31.4%

南丹市出身

で、いった

ん市外に転

出したが現

在は南丹市

に住んでい

る

21.8%

南丹市以外

の出身で、

現在は南丹

市に住んで

いる

44.6%

無回答

2.2%

居住状況

ｎ＝628

37.4

28.1

2.4

6.0

2.2

1.9

14.4

11.3

15.1

3.8
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その
他

無回答

（％）

南丹市に転入した理由

ｎ＝417

住みやすい

20.1%

どちらかと

いえば住み

やすい

35.0%

どちらとも

いえない

23.4%

どちらかと

いえば住み
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6.4%

無回答

1.8%

南丹市は住みやすいか

ｎ＝628
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問３．南丹市に暮らし続けたいか【ＳＡ】 

○「これからも南丹市に住み続けたい」が 44.9％で最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３-１．引っ越しする理由（引っ越す予定がある、引っ越したい方限定）【ＭＡ】 

○「⽣活をするのに不便(買物・交通等)だから」が 60.7％で最も多く、次いで「働く場所がないから」が 33.7％、

「まちに活気がないから」が 31.5％の順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４．南丹市の魅力【ＭＡ】 

○「公園や自然環境」が 57.8％で最も多く、次いで「医療・福祉のサービス」が 20.9％、「わからない・特に

ない」が 18.3％の順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）人口減少社会におけるまちづくり 

問７．南丹市の人口減少についてどう考えるか【ＳＡ】 

○「⼈⼝減少はやむを得ないが、なるべく減少に⻭⽌めをかけるべき」が 36.8％で最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

これからも南
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44.9%
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3.9

11.2

2.8

19.1

2.2

0 10 20 30 40 50 60 70

生活をするのに
不便
(買物・交通等)だから

子どもの保育・教育環境が良くないから

まちに活気がないから

働く場所がないから

仕事の関係から

住宅取得が
困難だから

家賃が高
いから

一度は他のまちで
暮らしたいから

希望する専門学校
、大学がないから

その他

無回答

（％）

引っ越しする理由
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（％）
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ｎ＝628
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ｎ＝628
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問９．人口減少を克服するために最も重視すべき市が取り組むべきこと【ＳＡ】 

○「子育て支援やワークライフバランスの充実により、結婚・出産・子育ての希望をかなえる取組」が 24.2％で

最も多く、次いで「産業を振興し、雇用を拡大させて、経済を活性化させる取組」が 22.6％、「農⼭村の魅⼒

づくりや福祉の充実など、人口減少社会でも安心して暮らせる地域を目指す取組」が 12.9％の順となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）結婚について 

問１０．配偶状況【ＳＡ】 

○「既婚（事実婚を含む）」が過半数の 56.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１０-１．結婚していない理由（現在独身の方限定）【ＭＡ】 

○「結婚したいと思える相手がいない」が 35.7％で最も多く、次いで「出会う機会、きっかけがない」が 29.7％、

「家族を養うほどの収入がない」が 22.7％の順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１０-２．今後の結婚に関する考え（現在独身の方限定）【ＳＡ】 

○「結婚の予定はないが、結婚したい」が 57.6％で最も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

産業を振興
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ｎ＝628
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ｎ＝269

今後、ずっ
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結婚の予定
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はないが、
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57.6%

わからない

22.3%

無回答

6.7%

今後の結婚に関する考え
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問１１．行政が重点的に取り組むべきだと思う結婚支援策【ＭＡ】 

○「安定した雇用の支援」が 59.1％で最も多く、次いで「若い夫婦への住まいの⽀援」が 46.2％、「結婚祝い

⾦などの経済的⽀援」が 27.9％の順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）出産・育児について 

問１５．理想の子どもの数の実現のための問題点【ＭＡ】 

○「⼦育てや教育にお⾦がかかりすぎる」が 61.1％で最も多く、次いで「年齢的な問題」が 22.9％、「育児・

出産の⼼理的・⾁体的な負担」が 19.7％の順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問１６．出産・育児に関するサービスで南丹市が最も力を入れるべきと思うこと【ＭＡ】 

○「幼稚園・保育所・認定こども園などの施設の拡充」が 49.2％で最も多く、次いで「各種助成をはじめとする

⾦銭的なサポートや現物給付」が 46.2％、「⼦どもを預かるサービス時間の延⻑」が 41.4％の順となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）働くことについて 

問１７-３．現在の職場環境の改善してほしい点（現在就業中の方限定）【ＭＡ】 

○「給与」が 43.9％で最も多く、次いで「休みの日数（有休の取得など）」が 21.9％、「労働時間」が 19.7％

の順となっています。 
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他
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（％）
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ｎ＝628
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各種助成をはじめとする金銭的なサポートや現物給付

子育てに係る母子の保健
・医療体制の充実

子育てに関する様々な講座、イベント、講演会の実施

その
他

行政が行うサービスをこれ
以上増やす必要はない

無回答

（％）
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ｎ＝497
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問１９．地域の活性化のために力を入れるべき取組【ＭＡ】 

○「企業誘致、起業しやすい環境の整備などによる新規産業の創出」が 54.3％で最も多く、次いで「自然など本

市の素材を生かした観光産業の振興」が 32.3％、「６次産業化・ブランド化などによる農林⽔産業の振興」が

31.4％の順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）今後の進学や就職について 

問 21 今後の進学や就職（学生の方限定）【ＳＡ】 

〇「市を出て進学・就職したい」が 51.9％で最も多く、次いで「市内に住みながら進学・就職したい」が 25.0％、

「わからない」が 23.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 21-3 将来的に南丹市を出る理由（学生の方、市を出て進学・就職したい方限定）【ＭＡ】 

〇「南丹市にいては、就職の受け⼊れ⼝が少ないから」が 44.4％で最も多く、次いで「その他」が 40.7％、「自

⽴したいから」が 22.2％の順となっています。 
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ｎ＝52
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ｎ＝628
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